
こ
の
広
報
紙
は
、
紙
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
適
し
た
材
料

を
用
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南

ア
フ
リ
カ
大
会
で
活
躍
し
た
、
遠

藤
保
仁
選
手（
桜
島
出
身
）と
松
井

大
輔
選
手（
鹿
児
島
実
業
高
校
出

身
）を
特
別
表
彰
し
ま
し
た
。
表

彰
式
で
遠
藤
選
手
は

鹿
児
島
か

ら
の
応
援
は
大
き
な
力
に
な
り
ま

し
た

と
あ
い
さ
つ
。
駆
け
付
け

た
市
民
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

市民のひろば 月号の新春市長
対談で登場いただいた俳優の榎木
孝明さんが企画し、主演を務める
映画 半次郎 が完成し、いよい
よ 月に公開されます。
今回、市民フォト鹿児島

の取材にも快く応じていただき、 鹿
児島発の映画でふるさとを、そして日
本を元気にしたい と、映画に懸ける
熱い思いを語られました。
多くの皆さんが映画 半次郎 を通

して、大きな感動と元気をもらってほ
しいと思います。（濱村）

かごしま 市民のひろば 年（平成 年） 月 号
ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

来年 月の住宅用火災警報器の設置義務化を前に、全世帯へ
の設置を呼びかけるために発足。 人のサポーターが、市内各
地の訪問調査や 活動などを行います。

本市の （外国語指導助手）な
どとして市民との交流活動に携わっ
た皆さんと、帰国後も友好の絆を持
続させ、幅広い国際交流を推進する
ため、新たに 人を鹿児島市の友人
であるフレンドシップパートナーと
して委嘱しました。現在 カ国に
人のパートナーがいます。

月 日（木） 安心安全火の用心サポーター発足式

月

日（
金
）

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
パ
ー
ト
ナ
ー
を
委
嘱

月 日（火）
遠藤・松井両選手に
市スポーツ特別表彰

これからの市政広報番組ガイド

キャラクター山本さんと笠
井美穂アナウンサーが市政の疑問を
解決。

新たな市内観光の拠点
観光交流センター

オープン

鹿児島市の旬の話題や歴史を市民
目線で分かりやすく紹介。

月 日（日） 時 分 時

笠
井
美
穂

柴
さ
と
み

育児や親子で楽しめるイ
ベント情報を毎週お届けし
ます。

夏の親子おでかけ情報ほか

庄村奈津美アナウン
サーの体当たり リポートは必見。

でタイムリーな情報満載。

学ぶ楽しみ、集う喜び
地域公民館講座

中
西
可
奈

梶
尾
み
ど
り

庄
村
奈
津
美

月 日（日） 時 分 時

こんなまちが理想のまち
子どもミーティング開催

毎週金曜日 時 分 時

月 日（日） 時 時 分

鹿児島シティエフエム
かごしまンドリーム
月 日（土）
時 分 時

フレッシュライフかごしま
毎週月曜日 時 分 時
ピックアップ市民のひろば
毎週水曜日 時 分ごろ

ラジオ
市政スポット
毎週日曜日
時 分 時

エフエムかごしま
鹿児島市からのお
知らせ
毎週月曜日
時 分ごろ

放送した番組をインターネットでもご覧いた
だけます（全番組手話通訳付き）

幼いころの記憶が蘇る高麗橋付近
（昭和 年ごろ撮影）

宇治野 一則さん
（加治屋町町内会会長）

し
て
遊
ん
で
い
ま
し

た
。

高
麗
橋
な
ど
甲
突
川

に
架
か
っ
て
い
た
五

石
橋
は
き
れ
い
な

わ
た
し
が
加
治
屋
町
に
住
み
始
め

た
の
は
昭
和

年
。
当
時
、
夏
場

に
な
る
と
高
麗
橋
の
た
も
と
で
魚

釣
り
を
し
た
り
、
水
泳
を
し
た
り

ア
ー
チ
が
魅
力
的
で
し
た
。
貴
重

な
文
化
遺
産
で
あ
る
と
同
時
に
、

生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
路
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

時
代
の
変
化
で
車
の
台
数
が
増
え

る
に
つ
れ
、
片
側

車
線
の
橋
の

上
は
渋
滞
が
ひ
ど
く
な
り
、
歩
行

者
用
の
人
道
橋
が
作
ら
れ
た
ほ
ど

で
し
た
。

平
成

年
の

・

水
害
で
五
石

橋
の
新
上
橋
・
武
之
橋
が
流
失

し
、
残
っ
た
玉
江
橋
、
西
田
橋
、

高
麗
橋
も
そ
の
後
の
甲
突
川
の
河

川
改
修
で
石
橋
記
念
公
園
へ
移
設

保
存
さ
れ
ま
し
た
。歴
史
も
あ
り
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
長
く
親
し
ん
だ

橋
だ
っ
た
の
で
、
名
残
惜
し
か
っ

た
で
す
ね
。

今
で
は
、
高
麗
橋
も
片
側

車
線

の
道
路
に
な
り
、
甲
突
川
左
岸
は

歴
史
ロ
ー
ド

維
新
ふ
る
さ
と
の

道

が
整
備
さ
れ
、
多
く
の
市
民

や
観
光
客
が
散
策
を
楽
し
め
る
空

間
に
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

今
月
に
は
甲
突
川
右
岸
緑
地
が
整

備
さ
れ
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
も

オ
ー
プ
ン
す
る
そ
う
で
す
ね
。
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
が
西
郷
隆
盛
や

大
久
保
利
通
な
ど
の
偉
人
が
育
っ

た
加
治
屋
町
の
歴
史
散
策
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

高高麗麗橋橋周周辺辺はは歴歴史史ロローードド““維維新新ふふるるささととのの道道””高麗橋周辺は歴史ロード“維新ふるさとの道”
ななどど新新たたななににぎぎわわいい交交流流空空間間のの整整備備がが進進むむなど新たなにぎわい交流空間の整備が進む

市民フォト鹿児島 を
発行しました
特集は 時間安全・快適運
航 桜島フェリーの魅力 。
写真を中心に、市政の身近で
旬な話題をお届けします
個人購読もできます。詳しく
は広報課 へ


